
はじめに
第二次世界大戦期の米国における、日系人の強

制収容の経験および差別と苦難は、日系アメリカ
人研究の主要テーマであり続けている 1。彼らの
強制収容はカリフォルニアをはじめとする西海岸
地域で重点的に行われていたことから、これらの
地域に関する文献や記述が圧倒的に多い2。

あまり知られていないが、テキサス州には5つ
の収容所が存在した（地図参照）3。テキサス日
系人は強制立ち退きや収容の対象にはならなかっ
たが、それでも敵性外国人として連行され、銀行
口座を凍結され、長期間拘留された者もいた。日
系人のみで構成された第442連隊が、「失われた
大隊」（テキサス大隊）を救出するために多くの
犠牲を払ったのと同じ時期、テキサスの収容所に
は善良な日系人が収監されたという、背反した史

実もある。
本稿では、合衆国内で唯一の家族用収容所であ

り、戦時中最大規模を誇ったクリスタルシティに
おける日本人抑留者の事例を交えながら、テキサ
ス日系人の戦争体験を示す記述を検討すること
で、彼らの地域的特徴を探り出してみたい。

テキサス州における日系人の戦争体験を扱った
主な資料として、まずThomas K. Walls（1987）
The Japanese Texansが挙げられる。そこには、収
容所を含む当時の様子が、いくつかの人物を通し
て描かれている。同様の資料として、他にもテ
キサス大学サンアントニオ校テキサス文化研究
所の展示パネルや、新日米新聞社東京支社（編）

（1961）『米國日系人百年史』等がある。また、テ
キサス歴史委員会がウェブ上で公開している資料
には、テキサス州や連邦政府の視点に基づいた、
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当時の様子や見解が記されている。
筆者は、こうした資料に見られる、異なる記述

に整合性を持たせながら、戦前・戦時中のテキサ
スにおける日系人の歩みを、より包括的にまとめ
ることを試みている。

最終的には、テキサスの日系人の生活・戦争体
験の事例が社会学における同化や人種格差、そし
て人種差別の理論にどのように当てはまるのかを
考察しようとする。例えば、西海岸からの日系人
が比較的長期間収容されていた一方、食糧供給が
重視される状況の下で主に農業に従事していたテ
キサス日系人は概して、反日憎悪とは無縁の暮ら
しを送っていた。また地理的な要因から、テキサ
スにはペルーをはじめとした中南米諸国からの国
外退去者が、数多く抑留されていた。こうした日
系人に対する処遇の違いは、どこにあるのだろう
か。戦争やパンデミックといった国家の危機的状
況では、人種が取り沙汰されるが、日系人差別の
あり方を探ることは、現在にも通じる課題である。

戦後、日本への強制送還命令の違法性が審理さ
れ始めると、ペルーへの帰国を望む日系人はクリ
スタルシティに移送された。そのため同施設は、
1948年2月まで稼働を続けた、全米で唯一の収容
所であった。

本稿の結びで、戦時テキサスに関する研究者の
取り組みが、新たな史実の発掘より知識の伝承に
移行してきているという現状を、指摘しておく。

テキサス州における収容所の概観
州内の主な3つの収容所に収監されていた日系

人の大部分は、アラスカやハワイを含む、合衆国
の様々な地域から連行されて来た。その他に、北
アメリカ、南アメリカ、中央アメリカの13の国
から移送されて来た者もいた4。

収容所はケネディ、シーガビルとクリスタルシ
ティの3か所にあった。それらと、8つの州にま
たがって少なくとも12か所存在した他の収容所
は、12万人近くの日系アメリカ人が拘留されて
いた10か所の「再定住センター」よりもかなり
小規模であった。収容所は別の面でもまた、再定
住センターとは異なっていた。「再定住センター」
は、1942年3月にルーズベルト大統領によって組

織された、連邦政府の部局である、戦時転住局に
よって運営されていた。その任務は、西海岸から
立ち退かされた日系アメリカ人の「再定住、維持
ならびに監督」を遂行することであった。一方

「収容所」は、司法省から権限を付与された移民
帰化局によって管理・運営されていた。その任務
は、「潜在的な危険性のある」敵性外国人および
その家族を収容し、管理することにあった。ドイ
ツ人や少数のイタリア人も移民帰化局の管理下に
置かれたが、大部分は日系人であった 5。概して
生活条件は、テキサス州内のものを含めて、「収
容所」の方が「再定住センター」よりも良かった
とされる6。

本国送還による収容者数の減少、新たな拘束者
による増加、加えて州外の収容所から、また州内
の収容所間の移動もあり、正確な収容者数は定
かではないが、上記3か所の施設には多い時で、
総計5,000人ないし6,000人の収容者がおり、その
うち約4,000人が日系人であったと推測されてい
る。これは、相当数の日系人がテキサスに流入し
たことを意味する7。

日系人が収容されていた時期のセンサスは利用
出来ないが、連邦政府の収容計画は1940年のテ
キサス日系人の人口458人を、10倍近く増加させ
た。各施設の収容者数は、クリスタルシティで
2,446人、ケネディで250人、またシーガビルで
360人であったとする報告がある8。次に、これら
3つの収容所の状況を、クリスタルシティを中心
に概観する。

地図　テキサス州内の収容所9
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ケネディ収容所
ケネディ収容所は男子専用で、サンアントニオ

の南東50マイルに位置する、人口2,900人ほどの
小さな町にあった。日本人と、若干のイタリア人
も収監されていたが、当初の主な収容者はドイツ
人であった。後に、中南米諸国から移送されてき
た数百人の日系人が収容されるようになった。
最終的には、追加のスペースを必要としていた
フォート・サム・ヒューストン基地の捕虜収容所
の支部となり、ドイツ人と日本人が収容されてい
た10。

テキサス日系人の大部分はケネディに収容され
ており、地元の農家の下で低賃金で働いたりして
いた11。彼らの中には、白人の近隣住民らが忠誠
心を証明することで早期に釈放される者もいた
が、西海岸からやってきた日系人の大部分には当
てはまらなかった。日系人のうち数百人がやがて
日本に送還されたが、大部分の人々は、その後の
4年間を1944年9月に閉鎖されるまでの同施設か、
他の12か所ほどある収容所の一つで、有刺鉄線
のフェンスに囲まれて過ごしていた12。

シーガビル収容所
ダラスの南東の郊外にある小さな町、シーガビ

ルにあった収容所は元々、刑務局が建設した女子
の模範感化院であった。1942年4月1日に移民帰
化局に譲渡されると、当初は西海岸から送られて
来た約50人の日系アメリカ人女性の語学教師を
収容した。1942年には中南米から移送されてき
た日系人のために、合板造りの小屋が追加で設営
されたが、翌年9月には彼らのほぼ全員が本国送
還となり、残りの数家族がクリスタルシティへ移
送された。よって1945年5月に同留置所が閉鎖さ
れるまでの期間に収容されていたのは、独身女性
と子どものいない夫婦だけであった13。

クリスタルシティ収容所
多くの敵性外国人は世帯主の父親だったので、

彼らと再会するために自発的に収容されたいとい
う妻や子供たちからの要望が、移民帰化局に多く
寄せられるようになった。同局と司法省により、
テキサス南部ザバラ郡にある人口6,000人の小さ

な町に設立されたクリスタルシティ収容所は、移
民帰化局の収容所の中で唯一、家族向けに設立さ
れた。しかも、戦時中は最大規模を誇った14。

世界恐慌の際、農業安定局が町の郊外の土地を
取得していたこともあり、移民帰化局はクリスタ
ルシティを収容所の候補地に選んだ。またケネ
ディやシーガビルと同様に、クリスタルシティの
施設も元々は、敵性外国人を収容するために建て
られたものではなかった。それは戦前、政府が補
助金を支給する、季節農業労働者のための居住
キャンプであった15。

クリスタルシティには、最も多い時には2,600
人の日系人が収容されており、その大多数は、学
齢期の子供達であった16。その大半が南米ペルー
およびボリビアからの抑留日本人で、他に約200
人のハワイ被抑留者が収容され、残りは大陸各地
から抑留して送られて来た。ハワイ組は1945年
12月、ペルーなど南米組は翌1946年の春にいず
れも出所した。一時的にせよ、これだけの人数が
テキサス州の一角で数年間を送ったことは、「テ
キサス州日系人史上、最大の出来事」であった17。

マンザナー強制収容所から来た者には、本物の
学校に見えたと話すように、クリスタルシティの
学校は環境が良好で、唯一無いものはアメリカン
フットボールのチームだけだったという。二世の
子供たちはアメリカンスクールに通い、本国に送
還される見通しの家族の子供たちは、日本語学校
を選んだ18。

学校行事以外にも、各種スポーツイベントや芝
居の上演、映画鑑賞、施設外でのピクニックが行
われ、図書館や教会も揃っており、日本語新聞

『自治會時報』や英字新聞『クリスタルシティ・
タイムズ』が発行されていた19。時給10セントで
1週間当たり最大4ドルの上限で、労働も認めら
れていた。収容所の内外で果樹園や菜園を管理し
たり、肉や卵を確保するために豚や鶏を飼育した
り、蜂蜜を採るためにミツバチの巣箱を管理する
者もいた20。

様々な活動と取り組みにより、クリスタルシ
ティの収容所は小さな町のようだった。しかし、
この収容施設が他のものと大きく異なっていたの
は、家族ごとに住居が提供された点であり、台所
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と食堂、トイレと洗面所は家族の者だけで使用で
きた。収容者らは花壇や日本庭園を造り、竹を植
えるなど、施設を真の地域社会に変身させること
を試みた21。市場には豊富な種類の肉や野菜、そ
の他の食料品が揃い、全ての収容者の民族的な味
の好みを満たした。日本人家族は週2回配達され
る、米や新鮮な魚を好んだ。収容所内では多くの
日系人が結婚し、月に2人ほどの割合で子供が生
まれた。1945年の春にはベビーブームが訪れ、
収容所の病院では平均して毎週1回以上の出産が
あった22。

戦後も日系人を収容し続けたクリスタルシティ―
ペルー出身の日系人青年、勝呂・ポール・修平を
例に―

1946年の正月には、中南米から来た2,100人の
収容者のうち650人足らずの日本人が、合衆国に
残っていた。これらの残留者のうち、ほとんど全
員はペルーからやって来た人達であった。その一
人が当時28歳の勝呂・ポール・修平である。勝
呂は1916年に静岡県清水市に生まれ、清水商業
実践学校を卒業後、1940年に商業実習生として
ペルーのリマに渡り、ペルー綿花会社で輸出入ブ
ローカーとして勤務した。日本の真珠湾攻撃後、
彼の会社は閉鎖を余儀なくされた。その後2年
間、彼は移民の子供たちに日本語を教えて細々と
生計を立てた。1944年2月、勝呂はペルー当局に
逮捕され、300人以上の日本人と共に、カヤオで
パナマ運河経由ニューオーリンズ行きの船に乗せ
られた23。

勝呂は独身だったので、テキサス州のケネディ
に送られた。7か月後に同収容所が閉鎖されると、
ニューメキシコ州サンタフェにある別の収容所に
移送された。1946年4月の強制送還審問で、勝呂
は自発的に日本に帰国することを断固拒否した。
しかしペルーが彼の帰国を認めるはずもなかった
ので、合衆国は勝呂をカリフォルニア南部のサン
ペドロにある移民帰化局に移送し、国外追放まで
の待機を命じた24。

その間、人権擁護者たちは勝呂のような人々の
苦境に注意を向けていた。1946年6月の一連の法
的な動きの中で、日系ペルー人の全ての強制送還

命令は、カリフォルニアの合衆国地方裁判所にお
ける2つの試訴の審理が終わるまで延期された。
当の法的問題が解決するまで何か月もかかるかも
しれない（最終的には8年かかった）ので、連邦
政府は勝呂を含むサンペドロの日本人を、クリスタ
ルシティに移送した。これにより、同施設は合衆国
で戦後も運営を続けた唯一の収容所となった25。

1947年当時、合衆国には300人足らずの日系ペ
ルー人が残留していた。絶望に駆られて自ら日本
に帰国した者もいれば、ペルーに戻ることを許さ
れた者もいた。依然としてクリスタルシティに留
まっている日系ペルー人たちは、移民帰化局の係
官から仮釈放が認められるように、外で仕事を与
えてくれる身元引受人を探すよう促された。その
一つが、ニュージャージー州のシーブルック農
園であった。この農園は戦時中、西海岸から来
た1,000人以上の日系アメリカ人の立ち退き者を
雇ったが、戦争が終わると彼らの大部分はより良
い仕事を求めて去って行った。この農園は日本人
労働者に非常に満足していたので、更なる人手を
雇うべく1946年と1947年に、クリスタルシティ
に周旋人を送った。こうして、勝呂を含めた全部
で178人の日系ペルー人が雇用されたのである26。

勝呂は同農園で2年間就労した後、シカゴの工
場で働き、日系アメリカ人女性と結婚した。1952
年、ヒューストンの経済的将来性を称賛する新聞
記事を読んだ夫婦は、現地に移住した。勝呂は植
木園で経験を積んだ後、1957年に独立して植木
園を経営した27。

1954年8月、第二次世界大戦終結のほぼ9年後
に、合衆国議会は「強制収容のため中南米諸国か
ら連行されて来た外国人は誰でも」合衆国に留ま
り帰化市民となる権利を持つと規定した法律を制
定し、こうした日系人の苦境を遅ればせながら認
めた。ラテンアメリカから連行されて来た日本人に
とって、戦争はこの時やっと終わったのである28。

クリスタルシティ収容所は、終戦からおよそ
30 か月後の、1948 年 2 月 27 日に閉鎖された。
1948年11月、クリスタルシティ学区は主に収容
所のフェンスで囲まれた部分に当たる90エーカー
の土地を、戦時資産管理事務局から購入した。
1952年に、市は飛行場を建設するために北部と
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東部の土地を追加で購入した。後に、収容所跡地
には複数の学校が建設された29。

テキサス日系人の生活と戦争体験
合衆国が戦争に突入する数か月前から、連邦捜

査局はテキサス日系人コミュニティでの会合や社
交的な集まりを絶えず監視していた。真珠湾攻撃
以降、日本人による数人以上の公の集会は厳しく
禁じられ、特別な許可がなければ実施できなかっ
た。連邦政府はまた、合衆国の宣戦布告ととも
に、自宅から半径数マイル以上の日系人の移動の
自由を制限した。彼らがこの範囲外を移動するに
は、文書に記入し公式の許可を得なければならな
かった。彼らは他にも銀行預金口座の凍結、現金
引き出しの禁止、それに捜査官による家宅捜索や
尋問といった侵害行為を経験した30。

日米開戦はテキサス日系人社会にも大きな衝撃
を与え、州内各地の有力者が抑留されたとはい
え、一般的に日本人への風当たりは格別悪くはな
かった31。彼らの多くは一世男性で、数週間から数
年間に渡って拘留されたが、白人の隣人らが忠誠
心を保証することで、釈放されることもあった。家
長が不在の間は、残された家族が農場や商売を守
り抜いた。州の機関であるテキサス外国人資産管
理局は日本人農場の資産を管理下に置いたが、リ
オグランデ平原やエルパソなどでは、戦時中でも日
系人の野菜販売は引き続き順調だったという32。

リオグランデ平原では、全ての日本人家族に対
して連邦捜査局の取り調べが行われ、外出禁止
令、武器の提出、そして銀行預金の凍結などが実
施されたが、わずか数日で解除となった。ハーリ
ンジンでのみ、若干の反日気運があっただけで、
他は普段と変わらなかった。実際に、同平原にお
いて検挙あるいは抑留された日本人は、一人もい
なかった33。差別的行為の多くは、例えば地域の
ある日本人が、数年来ひいきにしてきた店でサー
ビスを拒絶されるといった、比較的ささいなもの
であった34。エルパソでも同様に、一般的に反日
的な雰囲気はほとんど見られなかったようだ35。

フォート・サム・ヒューストン収容所のあった
サンアントニオでは、日米開戦の時に洋食店を経
営していた川添トニー武夫や東洋カフェの創業者

菊池某らが抑留されたが、メキシコ人が多い当地
方の一般的な対日感情は、格別悪くなかった36。

この時代のテキサス日系人が苦境に立たされて
いたのは事実だが、それでも20世紀前半に築き
上げられた白人社会との信頼関係により、不幸な
時代を乗り切った彼らの姿を垣間見ることが出来
る。それは、広く認識されている西海岸の日系ア
メリカ人に対する厳格な対処とは異なる印象を与
え得るものであった。ここでは、そのいくつかの
事例を紹介したい。

収容所から比較的早期に釈放された事例
①ムタ・ヒデオ―ダラスの美術商

ダラスの大通りで「オリエンタル・アート・カ
ンパニー」を経営していたムタ・ヒデオは真珠湾
攻撃の直後、政府当局により閉店を命じられた
が、彼が合衆国の愛国的な市民であるということ
を訴える嘆願書に200名以上の署名が集まったこ
とで、2日ほどで店を再開することができた37。

②岸吉松―大規模事業主として地域に貢献
新潟県の名家出身の岸吉松は当時、テリーとい

う町でテキサス日系人最大の米作コロニーを経営
していた。多くの日本人世帯主のように、岸は真
珠湾攻撃後に逮捕・監禁されたが、これまでの
数々の慈善活動、合衆国への熱烈な忠誠および思
いやりにあふれた地域貢献などにより、ケネディ
収容所に2か月間拘留されただけで済んだ38。

③赤木福太郎―隣人たちの宣誓供述書
赤木家は1942年、シェルドンの農場を訪れた

連邦捜査官と地元警察による家宅捜索を受けた。
福太郎、息子トラタ、そして叔父の平松ケンジロ
ウの3名が、連邦捜査局の事情聴取のためヒュー
ストンに連行された。トラタと平松は同日の深夜
零時過ぎに釈放されたが、63歳の福太郎は3か月
間にわたり監禁された。来季の新しい作付けの時
期を迎えると、一家は福太郎の指示を失い途方に
暮れた。当局への嘆願により短時間の帰宅が認め
られたが、農場を歩き回って作付けの指示を終え
ると、再びヒューストンに連れ戻された39。

ヒューストンの合衆国地方検事局に援助を求め
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るため訪問を重ねる折、トラタの妻で非日系人の
ビアートリスはある時弁護士との話し合いの中
で、福太郎の忠誠を保証してくれそうな隣人や友
人たちの宣誓供述書を集めるよう勧められた。
シェルドンの地元のカフェのオーナーたちは、宣
誓供述書を組織的に集めることを引き受けてくれ
た。彼女は10人の隣人から陳述を集めたが、オー
ナーたちはそれぞれ、福太郎とどれ位長く、また
どのような関係により交際してきたか、そして友
人や隣人として彼をどう思っているか記した。彼
らの陳述はタイプされ、署名され、公証された
後、合衆国地方検事局に提出された40。

3か月の監禁の後、福太郎は敵性外国人聴聞会
において、ついに発言の機会を与えられた。隣人
たちの陳述のおかげで彼は釈放され、帰宅するこ
とを許されたのであった41。

④岡林実―忠誠心を証明する宣誓供述書の提出
ヒューストン地域の日本人コミュニティで積極的

に活動していた野菜農家の岡林実は、ケネディ収
容所に拘留された。上述の赤木福太郎を釈放に導
いたのと同様の作戦で、岡林の日本人以外の友人
たちは彼の忠誠心を証明する宣誓供述書に署名し
て、当局に提出した。こうした行動のおかげで、岡
林はわずか3か月で釈放されることになった42。

⑤片岡レオ―ヒューストンの庭師と雇用者との絆
1931年2月に、ヒューストン港から密入国した

片岡レオは、貧しい農家の出身であった。ガルベ
ストンにある日本人レストラン店主の家に数日間
身を隠した後、リーグシティ郊外で輸送園芸を営
む日本人の下で3か月間働いた。続いて、ウェブ
スターの西原清顕の下で2年半家政夫として働く
と、ヒューストンの庭師に1年間従事した。その
後新居三郎の「ジャパニーズ植木園」では熱心に
働いたおかげで、温室担当の親方を任された。そ
の後も、ウェブスターの香川米吉やシェルドンの
赤木福太郎の自宅に潜伏するなど、移民帰化局の
逮捕から逃れるために転々としていた43。

1936年、レオは新居三郎の勧めでジミー・エ
ルキンスというヒューストンの裕福な弁護士の庭
師として働き始めた。12年間、彼は住み込みで

エルキンス家に仕えた。真珠湾攻撃の直後、連邦
捜査局がレオを連行した際、エルキンスはあらゆ
る手立てを尽くして彼を助け出そうとした。

レオの家で発見されたライフル銃と懐中電灯
は、夜間庭に侵入してきたアルマジロを追い払う
のに使うものだと、エルキンスは捜査官に説明し
た。彼はまた、レオがいかなるスパイ活動や破壊
活動にも関与していないと確約し、もしレオを自由
の身にしてくれるならば、彼の行動に対して全責
任を負うとも申し出た。エルキンスのこのような活
動により、レオは拘留された同じ日に釈放となっ
た。他のテキサス日系人が相当長く拘留されてい
た時期に、この措置は並外れて迅速であった44。

戦時中禁じられていた日系人の集会が例外的に認
められた事例

ヒューストンの南に位置するアルバンで、
「ジャパニーズ植木園」を経営していた新居三郎
の妻、姜子が主催していた日本人女性による聖書
勉強会「イエスの友の会」は、第二次世界大戦が
始まってからも継続して開催されていた。戦時中
は5人以上の日本人が集まることは禁じられてい
たが、ヒューストン在住の女性で、日本語が流
ちょうな元宣教師、セシル・ランカスターが保証
人となっていたため、彼女らの集会は規制から例
外的に外されていたのである45。

4年間の監禁生活にも関わらず日本庭園の造成で
テキサス州に感謝の意を伝えた事例

和歌山県出身の谷口勇は、17歳の時に父の呼
び寄せで渡米し、カリフォルニアで農業を営ん
だ。しかし日系コミュニティのリーダーという理
由で日米開戦直後に逮捕されると、いくつかの収
容所を経てクリスタルシティへと移送され、そこ
で家族と合流した。

4年間に及んだ監禁生活の中で、谷口は農地と
してのリオグランデ平原の魅力をよく耳にしてい
た。1945年には特別許可を得て収容所の派遣団
と共に、現地を視察した。1946年2月に出所し、
カリフォルニア州の先住地に戻り財産整理を済ま
せると、同年リオグランデ平原のサンベニトに移
り住んだ。谷口はそこで80歳で引退するまで、
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最大で約500エーカーの農園を経営した46。
谷口家は、長男の大和・アランがテキサス大学

建築学部に正式に召喚されたのを機に、オース
ティンに移住した。そこで谷口は、テキサス州が
自分の家族に与えてくれた様々な恩恵に対して感
謝の意を表するために、また人々を楽しませたい
という願望から、1969年にダウンタウンにある
ジルカー公園内に日本庭園を設計し、造成した。
18 ヶ月間たった一人で作業を続け、3エーカーほ
どの荒地を美しい空間に変えて見せたのである。
桜の枝を野生のプラムに接ぎ木するなどして、伝
統的な日本庭園の美しさと調和を、テキサスの地
で再現したのである47。

写真1　オースティンの谷口勇日本庭園

上空から眺めると“Austin”と読める一連の池、滝や半
月橋、足場付きの睡蓮の池や竹林などがある庭園は、
市民の憩いの場となっている（2011年2月筆者撮影）

写真2　クリスタルシティ収容所跡地①　

現在では学校施設や住宅地となっており、かつての形
跡は見当たらない（2011年9月筆者撮影）

写真3　クリスタルシティ収容所跡地②　

人口7,000人ほどの小さな町は、今日でも地理的に非
常に孤立している（2011年9月筆者撮影）

日系人収容施設とテキサス歴史委員会の取り組み
テキサス歴史委員会（Texas Historical Commission）

が設置した、軍事施設および口述歴史プログラム
に所属する、リラ・ラーコーツィ氏の報告による
と、テキサス州内の5つの収容所はどれも、保存
や見学者の訪問が困難となる状況に置かれてい
る。例えばシーガビルは戦後、連邦刑務所に転換
され、現在では低警備の連邦矯正施設となって
いる。またフォート・サム・ヒューストンとフォー
ト・ブリスは、全米で最も稼働率の高い軍事施設
に位置づけられているため、敷地や建物内への立
ち入りは制限され、実地調査は困難である。ケネ
ディとクリスタルシティに至っては、立地の悪さに
加え、戦時中の構造物のほとんど全てが失われ、
敷地にはすでに新しい建物が建てられている48。

同委員会は歴史の伝承のために、そして広大な
土地ゆえに旧跡に足を運ぶことが困難であるとい
う事情を考慮して、資料の電子化を進めている。
例えばモバイルツアー「第二次世界大戦中の州内
戦線」では、テキサス州における戦争遺産を広く
紹介している 49。また、「クリスタルシティ（家
族）捕虜収容所」では、当時の写真や映像、収容
者や関係者らのインタビューの筆記録を公開して
いる50。他にも、様々なウェブページや電子版の
小冊子などがあり、本稿でもそれらを参照してい
る。

テキサス歴史委員会のこうした取り組みおよび
姿勢から、戦時中の収容施設について新たな史料
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を発見するよりも、既存の情報をいかに保存・整
理し、後世に伝えていくかに重点を置いてきてい
るようだ。例えば筆者は、州中央部に位置する
オースティンからクリスタルシティを訪れたこと
があるが、片道300キロメートル以上の移動は負
担が大きい。せっかく現地を訪れても、当時の様
子を今に伝える痕跡はなく、むしろテキサス歴史
委員会が立てている「ステート・ヒストリカル・
マーカー」と呼ばれる金属製の案内板だけが、跡
地における限られた目印であった。加えて、同委
員会による今後の調査活動は獲得資金の状況次第
でもあり、人々の関心を高めることが最優先課題
となっている。これが、テキサス州における第二
次世界大戦に関する歴史的研究活動の現状である。

おわりに
1940年当時のテキサス日系人人口458人を10

倍近く上回る規模で展開された、日系人の戦時抑
留は『米國日系人百年史』（p.1266）において、

「テキサス州日系人史上、最大の出来事」であっ
たと紹介されている。特に同州における日系人の
人口比率が非常に低かったこと、更に食糧供給が
重視された戦時中に農業分野での影響力があった
ことから、反日感情はそれほど大きなものとはな
らなかった。

テキサス州内の施設に比較的長期間収容された
人達は、西海岸から連行されて来た日系アメリカ
人と、ペルーをはじめとした中南米諸国からの国
外退去者である日系人であった。これらの日系人
は、日本で拘束されているアメリカ人捕虜との交
換要員であった。更に日系ラテンアメリカ人は、
西海岸の日系アメリカ人のように経済的競争相手
として嫌悪され、この機会を逃すまいとする中南
米諸国の政府により国外追放された、「好ましく
ない日本人」であった51。

1970年センサスを用いた統計分析によると、
強制収容による労働市場からの離脱は、25年後
の日系アメリカ人男性の年間所得を9 ～ 13パー
セント減少させたばかりでなく、自営業者の割合
を増加させた反面、高度専門技術職の割合を減少
させた52。また合衆国政府の1982年の報告による
と、日系一世と二世の戦争による損害額は、1945

年当時で3億7000万ドルにものぼったという試算
もある53。

連邦捜査局は、日系アメリカ人による破壊活動
は、真珠湾攻撃の前にも後にも全く存在しなかっ
たと公表している54。過酷で屈辱的な戦時日本人
抑留所の経験を否定する意図は微塵もないが、そ
れでもその経験には一つの共通事項として集約で
きかねない、個々の文脈や地域性が存在するのも
事実である。例えば、著名な日系アメリカ人研究
者のハルミ・ベフの著作には、以下のような記述
がある：

　私の両親は、「収容所に入る前は、土曜日
も日曜日も、夜も昼も働いたが、収容所では
三年間仕事もせずに食べさせてもらって、
あんな楽なことはなかった」と証言してい
る。これが、ほとんどの一世たちのホンネ
だっただろう。暇に任せて絵画、俳句、詩
吟、舞踊などいろいろな趣味に専念するもの
もあった。マンザナー収容所では同好者たち
が枯山水の庭園さえ造った55。

先述の谷口勇の事例は、戦時中のテキサスにお
いて日系人が、敵性外国人として警戒すべき存在
ではなかったことを示す好例と言えよう。家財を
略奪され、反日感情が渦巻くカリフォルニアを逃
れてサンベニトに移り住んだ一族は、オースティン
地域において今日まで様々な形で活躍し、代表的
なテキサス日系人の一人として紹介されている56。

テキサス歴史委員会による、戦時抑留所に関連
した取り組みをより詳しく把握することは、筆者
の今後の課題である。その中でも特に、日系人が
どの程度、そしてどのように取り上げられている
のかについて、着目していきたい。また、先述の
勝呂・ポール・修平の例に垣間見れるように、テ
キサス州内で収容された日系ラテンアメリカ人の
更なる検証も、筆者の今後の重要な課題であるこ
とを示唆しておきたい。

谷口家の子孫はオースティン市内に建築設計
事務所を構え、JASGA（Japan-America Society 
of Greater Austin）という日米文化交流会にも携
わっている。こうしたテキサス日系人の三世以降
の動向を特定することによって初めて、かつての
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強制収容の経験を含めた彼らの歩みが広範かつ連
続的に映し出され、真の意味でのテキサス日系人
史が描き出され得るのであろう。
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